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駐
屯
地
司
令
及
び
第
１
施
設
団
長

感
謝
状
贈
呈
式
を
実
施

令
和
三
年
十
二
月
十
四
日
（
火
）
、
古
河
駐
屯
地
及
び
第
一
施
設
団
へ
の
協
力
に
対
し
て
功
績

の
著
し
い
個
人
四
名
及
び
団
体
二
社
に
対
し
、
日
頃
の
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
功
績

を
称
え
る
た
め
、
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

贈
呈
式
で
は
、
古
河
駐
屯
地
後
援
会

高
野
和
子

様
、
隊
友
会
下
館
支
部

寺
野
明
良

様
、
古

河
駐
屯
地
厚
生
セ
ン
タ
ー
売
店
店
長

藤
原
美
好

様
、
コ
ベ
ル
コ
建
機
日
本
株
式
会
社

様
、
関

東
セ
ン
コ
ー
運
輸
株
式
会
社

様
に
対
し
て
駐
屯
地
司
令
か
ら
の
感
謝
状
を
、
第
三
〇
一
ダ
ン
プ

車
両
中
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
長

村
川
秋
夫

様
に
対
し
て
第
一
施
設
団
長
か
ら
の
感
謝
状
を
そ
れ
ぞ
れ
贈

呈
し
た
。

司
令
（
第
一
施
設
団
長
）
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
「
平
素
か

ら
の
駐
屯
地
と
施
設
団
隷
下
を
含
む
部
隊
等
へ
の
継
続
し
た
ご
協
力
と
ご
支
援
に
対
し
て
、
感
謝

申
し
上
げ
る
（
要
旨
）
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
の
駐
屯
地
及
び
部
隊
へ
の
貢
献
に
対
し
て
強

い
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。

贈
呈
式
後
受
賞
者
の
方
々
は
、
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
令
和
３
年
度
団
戦

技
競
技
会
（
銃
剣
道
の
部
）
の
、
正
々
堂
々
と
戦
う
隊
員
の
迫
力
あ
る
勇
姿
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
令
和
四
年
一
月
十
三
日
（
木
）
、
駐
屯
地
司
令
は
下
妻
市
役
所
に
お
い
て
、
古
河
自
衛

隊
協
力
会
副
会
長
で
あ
る
菊
池
博
下
妻
市
長
に
対
し
防
衛
基
盤
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
と
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

こ
の
他
、
株
式
会
社
皆
葉
自
動
車

様
は
駐
屯
地
司
令
か
ら
、
座
間
自
衛
隊
協
力
会
会
長

渡
部

泰

様
、
第
四
施
設
群
Ｏ
Ｂ
会
座
間
・
朝
霞
分
会
長

高
野
恒
夫

様
、
高
田
Ｏ
Ｂ
会
会
計
幹
事

日

下
部
秀
人

様
が
第
一
施
設
団
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
。

古河駐屯地後援会
会員 高野 和子様

第３０１ダンプ車両中隊
ＯＢ会会長 村川 秋夫様

茨城県隊友会下館支部
副支部長 寺野 明良様

コベルコ建機日本株式会社様

Ｙショップ古河店
店長 藤原 美好様

関東センコー運輸株式会社様

モ
ニ
タ
ー
と
は
、
駐
屯
地
の
隊
務
運
営
の
参
考
に
な
る

よ
う
な
意
見
・
要
望
な
ど
を
述
べ
て
く
れ
る
方
の
こ
と
で
、

駐
屯
地
周
辺
に
居
住
す
る
方
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

防衛モニター
根本 研二 様

駐屯地モニター
市村 智子 様

駐屯地モニター
佐藤 貴之 様

駐屯地モニター
松崎 正明 様

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

団
戦
技
競
技
会
見
学

駐屯地モニター
鈴木 健司 様

駐屯地モニター
鈴木 誠 様

令
和
三
年
十
二
月
十
四
日

（
火
）
、
第
一
施
設
団
が
古
河

駐
屯
地
で
実
施
し
た
、
令
和
三

年
度
団
戦
技
競
技
会
（
銃
剣
道

の
部
）
に
、
令
和
三
年
度
の
駐

屯
地
モ
ニ
タ
ー
を
招
待
し
た
。

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
選

手
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
試
合
を
間

近
で
見
学
し
て
頂
い
た
。

古河自衛隊協力会
副会長 菊池 博様

団戦技競技会の見学

は な も も
冬号



（４） は な も も

部
外
講
話

令 和 ４ 年 ３ 月 ３ １ 日

修
親
会
清
掃
活
動

曹
友
会
活
動

定
年
退
官
者
の
紹
介

古河支処
印南１曹
２月２日付

永
年
の
国
防
勤
務

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

１０２施直支
青木１曹
２月２１日付

古河支処
小原准尉

３月１６日付

ホームページ

新
成
人
紹
介

３０１ダンプ
後藤曹長
３月２日付

令
和
三
年
十
二
月
十
五
日
（
水
）
、
駐
屯
地
曹
友
会
は

日
本
赤
十
字
社
に
対
し
て
献
血
支
援
を
実
施
し
た
。

隊
員
四
十
一
名
が
献
血
協
力
を
行
い
、
医
療
機
関
へ
貢

献
し
た
。

第１０１施設器材隊
架橋中隊
佐藤士長

第１０１施設器材隊
架橋中隊
辻󠄀士長

第１０１施設器材隊
特殊器材中隊
黒木士長

第１０１施設器材隊
特殊器材中隊
古澤士長

第１０１施設器材隊
特殊器材中隊
大栗 空良

第１０１施設器材隊
特殊器材中隊
朝比奈士長

第１０１施設器材隊
特殊器材中隊
片根士長

第３０１ダンプ車両中隊
川田士長

第３０１ダンプ車両中隊
吉岡士長

第３０１ダンプ車両中隊
髙橋士長

第３０１ダンプ車両中隊
鬼澤士長

第３０１ダンプ車両中隊
山口士長

第３０１ダンプ車両中隊
佐藤士長

第３０１ダンプ車両中隊
大坪士長

第３０１ダンプ車両中隊
大川士長

第３０１ダンプ車両中隊
渡邉士長

関東補給処古河支処
佐々木事務官

関東補給処古河支処
小林士長

第１施設団本部付隊
永瀬士長

第１施設団本部付隊
天野士長

第３３７高射中隊
佐藤 弘洋

第３３７高射中隊
左近充 智依

第３３７高射中隊
小暮 郁弥

古河駐業 管理科
佐久間 康平

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
（
水
）
、
古
河
駐
屯
地
体

育
館
に
お
い
て
、
修
親
会
主
催
に
よ
る
部
外
講
話
を
行
っ

た
。今

回
の
講
話
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
津
田
氏
に
よ
る
「
は

や
ぶ
さ
２
」
を
主
題
と
し
た
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
受
講
し
た
。

駐
屯
地
広
報
誌

「
は
な
も
も
」
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
古
河
駐

屯
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
・

令
和
三
年
十
二
月
十
八
日
（
土
）
、
古
河
駐
屯
地
修
親

会
は
、
古
河
市
内
に
九
ヶ
所
あ
る
「
忠
魂
碑
」
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
た
。

戦
没
者
に
対
し
敬
意
を
込
め
る
と
と
も
に
、
清
掃
終
了

後
に
は
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

今
後
も
駐
屯
地
修
親
会
は
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
く
。

業務隊
藤堂２佐
３月２２日付



（２） は な も も 令 和 ４ 年 ３ 月 ３ １ 日

令
和
三
年
十
二
月
六
日
（
月
）
か
ら
十
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

関
東
補
給
処
が
実
施
す
る
令
和
三
年
度
総
合
隊
務
視
察
を
受
察

し
た
。

視
察
官
で
あ
る
関
東
補
給
処
長
は
、
支
処
長
か
ら
の
状
況
報

告
を
受
け
た
後
、
施
設
を
巡
視
し
、
支
処
の
処
務
運
営
の
遂
行

状
況
を
確
認
し
た
。

本
視
察
に
お
い
て
、
視
察
官
か
ら
良
好
な
評
価
及
び
じ
後
の

円
滑
な
処
務
運
営
の
資
を
得
た
。

支処長による現地指導

施設器材を整備する支処隊員

視察官への状況報告

視察官による巡視

関
東
補
給
処
古
河
支
処
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
一
日

（
木
）
か
ら
二
十
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
秋
季
演
習
場
定
期
整

備
に
お
い
て
補
給
整
備
支
援
を
実
施
し
た
。

支
援
期
間
中
、
部
隊
の
要
求
に
基
づ
き
五
十
六
品
目
二
百
十

七
点
の
部
品
補
給
及
び
補
給
品
の
輸
送
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

野
整
備
部
隊
と
の
連
携
を
図
る
等
、
施
設
器
材
の
可
動
率
向
上

に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
支
処
長
は
現
地
に
お
い
て
、
補
給
品
の
出
庫
状
況
及

び
整
備
支
援
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
を
激
励
し
た
。

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
（
金
）

か
ら
三
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
令
和
三
年
度
陸
上
自
衛

隊
演
習
（
０
３
陸
演
）
に
参
加
し
た
。

第
三
種
非
常
呼
集
訓
練
か
ら
状
況
を
開
始
し
、
登
庁

状
況
・
人
員
の
掌
握
を
実
施
す
る
と
と
も
に
指
揮
所
の

維
持
・
運
営
要
領
を
練
成
し
、
今
後
の
指
揮
所
活
動
の

資
を
得
た
。

ま
た
、
古
河
支
処
が
実
施
し
た
駐
屯
地
警
備
訓
練
を

研
修
し
、
駐
屯
地
警
備
に
関
す
る
人
員
・
資
材
等
の
一

案
を
得
た
。

令
和
三
年
十
月
二
十
一
日
（
木
）
に
は
、
駐
屯
各
部

隊
等
の
最
先
任
上
級
曹
長
や
女
性
隊
員
等
と
の
懇
談
を

区
分
し
て
実
施
し
、
業
務
隊
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等

を
直
接
聴
取
し
て
支
援
要
領
向
上
の
資
を
得
た
。

こ
の
間
、
３
四
半
期
の
駐
屯
地
施
設
の
整
備
と
し
て
、

総
和
宿
舎
受
水
槽
補
修
、
駐
屯
地
高
架
水
槽
補
修
、
通

信
鉄
塔
航
空
障
害
灯
交
換
、
庁
舎
等
照
度
測
定
、
二
号

庁
舎
等
蒸
気
配
管
補
修
等
二
十
四
件
の
整
備
を
実
施
し
、

勤
務
・
生
活
環
境
の
不
断
の
改
善
を
図
っ
た
。

０３陸演時の糧食交付状況

代表者との懇談

駐屯地高架水槽側面補修

通信鉄塔航空障害灯交換

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
、
令
和
三
年
十
月

十
八
日
（
月
）
か
ら
十
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で
の
間

古
河
駐
屯
地
に
お
い
て
、
大
隊
最
先
任
上
級
曹
長
を
主

務
と
し
た
第
百
四
十
一
期
・
第
百
期
（
女
性
自
衛
官
）

陸
曹
候
補
生
選
抜
二
次
試
験
受
験
者
六
名
に
対
す
る
令

和
三
年
度
第
二
回
陸
士
練
成
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
二
次
試
験
受
験
科
目
で
あ
る
術
科
試
験
、

口
述
試
験
を
練
成
し
、
二
次
試
験
受
験
に
万
全
を
図
っ

た
。

口述試験練成

術科試験練成

令
和
三
年
十
一
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
十
一
月
十
九

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
東

富
士
整
備
支
援
隊
と
し
て
秋
季
演
習
場
整
備
を
支
援
し

た
。本

整
備
支
援
間
、
整
備
支
援
隊
長
で
あ
る
大
隊
長
は

「
被
支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
野
整
備
支
援
の

実
施
」
「
訓
練
の
場
と
捉
え
、
各
種
能
力
を
向
上
」

「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」
の
三
点
を
挙
げ
、
整
備
支

援
隊
各
隊
員
は
そ
の
三
点
の
要
望
を
胸
に
被
支
援
部
隊

の
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。

グレーダ駐車ブレーキ修理

グレーダパンク修理



第
三
三
七
高
射
中
隊
は
、
方
面
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲
受
閲

に
向
け
、
駐
屯
地
に
お
い
て
機
能
別
訓
練
を
行
い
、
野
外
行

動
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

特
に
新
隊
員
に
対
し
、
夜
間
に
お
け
る
野
外
行
動
能
力
を

重
視
し
た
訓
練
を
行
い
、
群
検
閲
受
閲
に
向
け
て
の
練
度
向

上
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

第
三
二
〇
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊
は
、
令
和
四

年
一
月
二
十
四
日
（
月
）
か
ら
二
十
六
日
（
水
）
ま
で

の
間
、
群
・
中
隊
持
続
走
競
技
会
に
参
加
し
た
。

競
技
会
で
は
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
日
々

の
駆
け
足
の
成
果
を
発
揮
し
、
記
録
を
更
新
す
る
隊
員

が
多
数
現
れ
た
。

中
で
も
、
先
月
、
陸
曹
候
補
生
課
程
か
ら
帰
隊
し
た

大
川
曹
候
は
、
約
２
分
近
く
の
記
録
更
新
と
な
っ
た
。

来
年
の
競
技
会
で
は
更
な
る
好
記
録
を
出
せ
る
よ
う

に
派
遣
隊
一
同
、
日
々
の
練
成
を
継
続
し
て
い
く
。

（３） は な も も 令 和 ４ 年 ３ 月 ３ １ 日

車両点検

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
は
、
令
和
三
年
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）

か
ら
十
二
月
一
日
（
水
）
の
間
、
令
和
三
年
度
自
衛
隊
統
合
演
習
に

参
加
し
、
航
空
自
衛
隊
習
志
野
分
屯
地
に
お
い
て
航
空
自
衛
隊
第
一

高
射
群
第
一
高
射
隊
と
の
共
同
に
よ
り
基
地
警
備
訓
練
を
実
施
し
た
。

架
橋
中
隊
基
幹
及
び
第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
で
編
成
し
た
警

備
中
隊
は
、
基
地
警
備
に
お
け
る
望
楼
及
び
蛇
腹
鉄
条
網
障
害
の
構

築
並
び
に
正
門
出
入
者
及
び
車
両
の
点
検
を
実
施
し
、
関
係
部
隊
と

連
携
し
た
警
戒
・
警
備
に
あ
た
っ
た
。

防
衛
及
び
警
備
に
係
る
航
空
自
衛
隊
と
の
共
同
演
習
に
よ
り
、
警

戒
・
警
備
及
び
施
設
技
術
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
護
要

領
を
具
体
化
し
、
防
衛
・
警
備
計
画
へ
の
反
映
を
図
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
八
日
（
水
）
、

令
和
三
年
度
隊
戦
技
競
技
会
（
銃
剣

道
）
を
実
施
し
た
。

競
技
結
果
は
、
個
人
戦
陸
曹
の
部
、

第
一
位
森
二
曹
、
第
二
位
杉
本
三
曹
、

第
三
位
村
山
三
曹
、
陸
士
の
部
、
第

一
位
辻
一
士
（
現

辻
士
長
）
、
第

二
位
奥
山
士
長
、
第
三
位
濵
野
士
長

（
現
濱
野
三
曹
）
と
な
っ
た
。

団
体
戦
で
は
、
大
逆
転
の
末
、
本

部
付
隊
が
銃
剣
道
優
秀
中
隊
の
看
板

を
手
に
し
た
。

団体戦優勝 本部付隊

第１施設団長への
現地説明

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
日

（
水
）
か
ら
十
九
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
秋
季
演
習
場
定
期
整
備
に
参
加
し
た
。

各
部
隊
の
担
任
す
る
機
動
路
整
備
等
を
支
援
し
、
演
習
場

機
能
の
維
持
・
向
上
及
び
演
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
し
、

任
務
を
完
遂
し
た
。

演
習
場
定
期
整
備
は
、
各
隊
員
の
車
両
操
縦
技
術
及
び
施

設
器
材
操
作
技
術
の
向
上
を
図
る
の
に
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

本
整
備
で
は
、
中
隊
所
属
の
女
性
隊
員
で
あ
る
吉
田
三
曹
が

施
設
器
材
操
縦
陸
曹
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
。

ま
た
、
十
二
月
十
三
日
（
月
）
・
十
四
日
（
火
）
に
団
戦

技
競
技
会
と
し
て
、
持
続
走
及
び
銃
剣
道
が
実
施
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
に
参
加
し
た
。

各
隊
員
の
各
種
訓
練
、
業
務
等
の
合
間
及
び
課
業
外
を
活

用
し
て
、
積
み
重
ね
て
き
た
練
成
成
果
を
発
揮
し
た
。

施設器材を操作する吉田３曹
（演習場定期整備）

「必勝」の信念で剣を出す隊員
（銃剣道競技会）

第
三
四
一
会
計
隊
は
、
令
和
三
年
十
二
月
十
日

（
金
）
か
ら
十
五
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
方
面
隊
訓
練

検
閲
を
受
閲
し
た
。

本
検
閲
で
は
、
主
と
し
て
武
力
攻
撃
事
態
の
際
に
想

定
さ
れ
る
駐
屯
地
に
お
け
る
会
計
支
援
（
緊
急
調
達

等
）
を
中
心
と
し
た
状
況
に
つ
い
て
受
閲
し
た
。

ま
た
、
至
近
距
離
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
等
、
隊
と

し
て
、
有
事
の
際
の
行
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

作戦会議

至近距離射撃訓練

持続走競技会スタートの様子

ゴール前でスパートをかける大川曹候

車両行進訓練

夜間の射撃準備（発射装置）

空自隊員との調整

望楼からの警戒・警備


